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（ 桜川市第 2 次総合計画 ） 

のパブリックコメントの実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１月２３日 

桜川市市長公室企画課 



■意見集計結果 

 

 平成２８年１２月２０日から平成２９年１月１９日までの間、桜川市第２次総合

計画について、意見募集を行なった結果、４人から２２件の意見の提出がありまし

た。また、平成２９年１月１７日に市民説明会を開催し、４人から６件の意見が出

されました。 

 これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整理し、それに対する市の

考えをまとめましたので公表します。 

 

提出方法の人数は、以下のとおりです。        

提出方法 人 数 

直接持参 ２人       

郵 便  ０人 

電子メール  ２人 

ファクシミリ  ０人 

その他  ０人 

合 計  ４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■意見の概要及び意見に対する市の考え方 

 

○ 桜川市第２次総合計画（案）ついて（パブリックコメント） 

№ 
計画書

ページ 
意見概要 意見数 市の考え方 

１ 

総合 

戦略室 

 

桜川市は、①自然災害が少ない、

②交通の便が比較的良い、③田舎

なのに生活の利便性がある、④地

価が安いという利点がある。その

ような理由から、大災害時のリス

ク分散候補地として、大企業の本

社移転、工場移転の誘致を推進し

てはどうか。 

１件 

企業誘致は、Ｐ７３の施策「４－２商工業

の振興」の手段に「企業誘致の推進」を掲

載しております。 

本市では、大企業の本社移転、工場移転の

誘致について、雇用の創出や税収の向上と

いった点で、大きな利点があると考えてい

ます。 

現状、総合戦略室において企業誘致を進め

ていますが、茨城県との連携を図りなが

ら、今後も企業誘致に力を入れていく予定

です。 

 

２ 

都市 

整備課 

 

桜川市は、①自然災害が少ない、

②交通の便が比較的良い、③田舎

なのに生活の利便性がある、④地

価が安いという利点がある。その

ような理由から、移住の受け入れ

を本格的に推進してはどうか。 

１件 

移住の受け入れは、Ｐ７９の施策「５－２

景観の良い住環境の保全」の手段に「定

住・空き家支援の推進」を掲載しておりま

す。 

現在、市街化調整区域内の農村集落におけ

る新規定住者向け住宅の立地規制を緩和

するために、市街化調整区域における地区

計画の策定に取り組んでいます。 

また、定住支援の一環として、空屋の流通

支援に取り組む予定であり、準備を進めて

います。 

 

３ 

商工 

観光課 

都市 

整備課 

 

桜川市で働く若者は、特別な事情

がない限り原則正社員で雇用す

るなど、若者が安心して定住でき

る街として全国のモデルとでき

ないか。 

１件 

定住促進については、Ｐ７９の施策「５－

２景観の良い住環境の保全」の手段に「定

住・空き家支援の推進」を掲載しておりま

す。 

当市で働く方が、正社員として雇用される

ように、事業者への働きかけを行うと共

に、その他の施策について検討してまいり

ます。 

また、現在、定住促進に向けて、市外から

転入して、住宅を取得した方のうち、所定

の要件を満たす方に対して、最大 50 万円

の定住促進助成に取り組んでいます。 

 



４ 

学校 

教育課 

 

学校の統合や通学バス、自転車通

学の安全確保など、市内でも地域

ごとに格差があるのではないか。

職員の方には市民の声を聴き、現

場にも足を運んでほしい。 

１件 

学校教育については、Ｐ５４の施策「学校

教育の充実」に掲載しております。 

平成 26 年に適正配置基本計画の策定後か

ら桃山中学校区では保護者を中心に熱心

なご協力等をいただいて学校統合が実現

しています。 

また、通学バスや自転車通学は、散在した

小学校分校を本校へ統合した経過の中で

現在に至っています。 

今後、本総合計画や各事業の実施計画の中

で、行政と市民が同じ視点に立ち、進めて

いくよう努めてまいります。 

 

 

５ 

企画課 
１８ 

（まちの将来像について）の「ヤ

マザクラは、一本一本が異なる遺

伝子を持ち」の部分は、科学的な

根拠があるのでしょうか。詳しく

はわからないのですが、品種改良

の例でも見られるように種子で

増えるタイプのかなり多くの種

類の植物が、一本一本異なる遺伝

子をもつのではないでしょう

か？ 

１件 

ご意見のとおり、種子で増えるタイプの植

物は、一本一本異なる遺伝子をもちます。 

ヤマザクラは、一般的に種子から育つこと

から一本一本異なる遺伝子をもちます。一

方、桜といって通常想起されるソメイヨシ

ノは、挿し木で増やしていくため同じ遺伝

子をもちます。 

桜川市の桜は、ソメイヨシノではなくヤマ

ザクラだということからこのように表現

しています。 

 

 

６ 

企画課 
２０ 

共生の（１）～（６）のどこかに、

今後の少子化対策の柱となる、結

婚の応援についても記載しては

如何でしょうか。「共生」にふさ

わしい政策の柱だと思います。 

１件 

結婚の応援は、少子化対策の柱として、共

生の「（１）子育て支援の充実及び少子化

対策の推進」に位置づけております。 

これについては、Ｐ４１の施策「１－１子

育て支援の充実及び少子化対策の推進」の

手段に「結婚の応援」を掲載しております。

ここで、具体的な手段として、「◎結婚を

希望する若者への婚活支援、◎ＮＰＯ法人

などと連携した婚活パーティーの開催」を

示しています。また、これは、市の重点的

な取り組みである「ヤマザクラと市民の幸

せを咲かせるプロジェクト」にも位置づけ

ています。 

 



７ 

生涯 

学習課 

２１ 

図書施設の整備は急務だと思い

ます。隣接自治体に遜色ない図書

館を、いや日本一の図書館を是非

とも早急に整備して下さいます

ようお願い致します。図書館を拠

点にした街づくりなども…良い

と思います。 

１件 

図書施設については、学びの「（２）生涯

学習・芸術文化活動の推進」に記載し、Ｐ

５７の施策「２－２生涯学習・芸術文化活

動の推進」の手段「生涯学習・文化施設の

活用」の中に掲載しております。 

図書施設の整備については、各中央公民

館・真壁伝承館の図書施設や学校図書との

連携システムの構築や新たな図書施設の

整備に向けた研修会や先進地視察などを

実施し、学習拠点としての施設の利便性の

向上に努めてまいります。また、図書館建

設事業は、新市建設計画に位置づけられて

おりますので、整備について検討してまい

ります。 

８ 

企画課 
２５ 

大和ふれあいセンター「シトラ

ス」の２Ｆの研修室が、何か事務

室のようになっておりコピー機

のようなＯＡ機器まで整備され

ていました。行政関係者の方々が

必要な執務スペースを確保する

のに大変ご苦労されていると感

じました。既存の施設を活用する

ことも大切なことですが、しか

し、最小限の人数の職員のみなさ

ま方で更に効率的に行政執務を

すすめるためには、新庁舎の整備

も急務だと痛感しました。 

１件 

新庁舎整備については、自治の「（３）時

代に合った自治体運営」に記載し、また、

Ｐ９７の施策「６－３時代に合った自治体

運営」の手段「新庁舎の整備」の中に掲載

しております。 

効果的効率的な行政運営のため、平成２９

年度より新庁舎建設について検討委員会

を組織し進めてまいります。 

９ 

企画課 
２７ 

グラフの老年人口を示す折れ線

の色を黒に直すとより見やすく

なると思います。 

１件 より見やすくなるように調整いたします。 

１０ 

都市 

整備課 

３３ 

桜川・筑西ＩＣ周辺地区について

駐車場や安全な遊具等が整備さ

れ親子で遊びにいける公園の整

備についても明記して下さると

更に良いと思います。 

１件 

Ｐ３３の①桜川・筑西ＩＣ周辺地区にある

「新たな複合都市拠点の形成」には都市機

能としての公園も含まれます。 

ご意見の趣旨を踏まえて、計画的な土地利

用を進めてまいります。 

１１ 

都市 

整備課 

３３ 

真壁市街地についても更なる良

好な住環境の形成も重要だと思

います。岩瀬市街地と同様、真壁

市街地についても長期的かつ継

続的なインフラの整備を引き続

きお願い致します。その点明記し

て頂けると安心できます。 

１件 

ご意見の趣旨を踏まえて、真壁市街地の記

載を「生活支援機能の維持・増進に努める

とともに、計画的なインフラの整備を図

り、重要伝統的建造物群保存地区をはじめ

とする歴史資源を活かした風格のあるま

ちづくりを推進します。」と修正いたしま

す。 



１２ 

児童 

福祉課 

４０ 

「現状」の桜川市の保育料の補助

制度は保護者に大変有利な良い

特色のあるものですので、もうす

こし詳しく記載すると良いので

はないかと思います。 

また、病院で病児保育をしていて

とても心強いので、「現状」のど

こかに記載すると良いのではな

いでしょうか。 

１件 

保育については、Ｐ４０の施策「１－１子

育て支援の充実及び少子化対策の推進」の

中に掲載しております。 

ご意見の趣旨を踏まえて、現状の記載を

「多子世帯へ利用者負担額の助成をして

います。また平成 27年 12月より病時保育

施設が 1 箇所開設されました。」に修正い

たします。 

１３ 

児童 

福祉課 

４１ 

子育て応援体制の充実で、保育士

の確保は最重要課題です。近隣の

自治体で、市単独補助で保育士の

処遇改善の動きがあるようです。

少しでも多く保育士の方に桜川

市内で就職して頂くためにも、保

育士の処遇改善のための市の単

独補助が急がれます。 

市民の役割、行政の役割に結婚の

重要性について明記されている

のでとても良いと思います。結

婚・出産・育児などとして頂ける

と更に良いと思います。 

１件 

子育て応援については、Ｐ４０の施策「１

－１子育て支援の充実及び少子化対策の

推進」の中に掲載しております。 

保育士の処遇については、国において改善

のための補助を実施しているとこですが、

まだまだ保育士を確保することが困難な

状況です。市の単独補助については、今後

近隣市町村の動向を踏まえ検討していき

たいと思います。 

市民の役割については、ご意見を踏まえ

て、「結婚・出産・育児に対して関心を持

つようにします。」と修正いたします。 

１４ 

健康 

推進課 

４３ 

早期発見・早期支援のためにも、

３歳児健診と就学前健診の間に

公的な集団健診が１回あると良

いと思います。 

１件 

健診については、Ｐ４３の施策「１－２健

康づくりの推進」の手段「母子支援体制の

充実」の中に掲載しております。 

平成２９年度より５歳児健康相談を実施

いたします。 

１５ 

生涯 

学習課 

５６ 

「課題」の新たな図書施設の整備

検討、ありがとうございます。ぜ

ひともよろしくおねがいします。

日本一の図書館を作って下さい。 

１件 

図書施設については、Ｐ５７の施策「２－

２生涯学習・芸術文化活動の推進」の手段 

「生涯学習・文化施設の活用」の中に掲載

しております。 

図書施設の整備については、各中央公民

館・真壁伝承館の図書施設や学校図書との

連携システムの構築や新たな図書施設の

整備に向けた研修会や先進地視察などを

実施し、学習拠点としての施設の利便性の

向上に努めてまいります。また、図書館建

設事業は、新市建設計画にも位置づけられ

ておりますので、整備について検討してま

いります。 

 



１６ 

生活 

安全課 

６４ 

「学校の避難訓練でなく」→「学

校の避難訓練だけでなく」のほう

が適切ではないでしょうか？ 

１件 

避難訓練について、Ｐ５６の施策「３－１

防災・消防対策の充実」に掲載しておりま

す。 

その課題の記載を「学校の避難訓練だけで

なく」に修正いたします。 

 

１７ 

生活 

安全課 

６５ 

消防団員自身の活動中の安全を

守るための装備・備品等の更なる

充実についてもどこかに記載し

て頂くと良いと思います。 

１件 

消防団については、Ｐ６５の施策「３－１

防災・消防対策の充実」に掲載しておりま

す。 

その行政の役割の記載を、「消防団員（女

性団員を含む）の確保、装備品等の充実や

消防水利の整備など、消防力の向上を図り

ます。」と修正いたします。 

 

１８ 

都市 

整備課 

７９ 

親子が集い安全に楽しく遊べる

公園を市内１か所定めて集中的

に駐車場遊具等整備すると良い

と思うのですが、いかがでしょう

か。 

１件 

公園については、Ｐ７９の施策「５－２景

観の良い住環境の保全」に掲載しておりま

す。 

公園への設備投資を1ヶ所集中でとのこと

ですが、子育て世代の親子が楽しく遊べる

公園を身近にとの要望が多く、いろいろな

考え方を参考にさせていただきます。 

 

１９ 

建設課 
８１ 

上曽トンネルについては、例え

ば、東海村の原子力施設でのシビ

アアクシデント時に、石岡側から

の避難経路として整備するよう

に働きかけてはいかがでしょう

か。 

１件 

上曽トンネルについては、Ｐ８１の施策

「５－３道路網の整備」の手段「国道・県

道の整備促進」の中に掲載しております。 

これまでご意見の視点からの発想はなく、

素晴らしい考え方であると思います。その

ような考えも踏まえて、着実に上曽トンネ

ル整備を推進してまいります。 

 

２０ 

環境 

対策課 

農林課 

９１ 

猫のフン害についても記載して

下さい。また、野犬、ハクビシン

の問題も心配です。 

１件 

フン害については、Ｐ９１の施策「５－８

生活環境の保全」の手段「公害防止活動の

推進」の中に掲載しております。 

猫のフン害及び野犬問題については、公害

防止活動の推進「◎野焼きや犬のフン害な

ど」の「など」に含まれるものです。 

また、鳥獣被害については、Ｐ７１の施策

「４－１農林業の振興」の手段「農村環境

の保全」の中に掲載しております。 

ハクビシンについては、農林課において、

有害鳥獣捕獲の許可を交付し捕獲用箱ワ

ナの貸し出しを実施しています。 



２１ 

生涯 

学習課 

１０２ 

図書館の整備についても明記し

て頂けると更に良いプロジェク

トになると思います。 

１件 

図書施設については、Ｐ５７の施策「２－

２生涯学習・芸術文化活動の推進」の手段 

「生涯学習・文化施設の活用」の中に掲載

しております。 

図書施設の整備については、各中央公民

館・真壁伝承館の図書施設や学校図書との

連携システムの構築や新たな図書施設の

整備に向けた研修会や先進地視察などを

実施し、学習拠点としての施設の利便性の

向上に努めてまいります。また、図書館建

設事業は、新市建設計画に位置づけられて

おりますので、整備について検討してまい

ります。 

 

２２ 

企画課 

総合 

戦略室 

 

現在青木地区で約３ｈａの共有

山林が竹林と化して、県の事業

「身近なみどり」により竹の伐採

が行われている。青木地区では、

その跡地に山桜を植えて憩いの

場にしようと取り組んでいる。桜

川市第 2 次総合計画に沿うもの

であり、特段の支援をお願いした

い。 

（要望内容） 

１．山桜の苗木、支柱、今後の作

業の日当など補助してほしい。 

２．散策道を整備してほしい。 

３．刈り取った竹が山積みになっ

ている。処分してほしい。 

１件 

ヤマザクラのまちについては、Ｐ１０２の

市の重点的な取り組みである「ヤマザクラ

と市民の幸せを咲かせるプロジェクト」に

位置づけています。 

ヤマザクラのまちをつくる取り組みは、行

政のみでなく市民の皆さまと協働で進め

ていく必要があると思います。 

本市では、平成２９年度に新たに「ヤマザ

クラ課」を設けて、ヤマザクラのまちをつ

くる推進体制を強化し、市民の皆さまと相

談しながら、どのような取り組みを行うか

検討していきたいと考えています。 

これからもご意見とご協力をよろしくお

願いいたします。 

 



○ 桜川市第２次総合計画（案）ついて（市民説明会） 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

２３ 

企画課 

公共交通の拡充について、以下の項目

について提案します。 

①医療重点から、現時点の真壁から筑

波口に加え、真壁から県西病院、岩瀬

駅に接続し、高齢者の事故を減らすた

め免許証返納を促進する。 

②真壁中心部まで乗り入れる。 

③バスに自転車を乗せられるようにし

老人の行動範囲を手助ける。また、観

光者への貸出し自転車の利便を図る。 

④交通量が少ない通行区間はどこでも

乗降できるようにする。（宮崎県三股

町） 

⑤フリーパス券、回数券の導入。 

⑥選挙の時、１週間運賃無料。投票率

の向上。（宮崎県三股町） 

⑦季節ごとに運行時間を変更して、小

中学生が安全に下校できるようにす

る。 

⑧観光者の受け入れとして、山桜、真

壁のひなまつり、歴史の道（小栗街道

等）、ホタルの里（進行中）、りんりん

ロード等とタイアップを計る。 

⑨７０才以上の人にタクシー助成券を

支給し路線以外の人の福祉をはかる。 

１件 

公共交通については、Ｐ８２の施策「５－

４公共交通の充実」の中に掲載しています。 

ご提案の真壁から県西病院や岩瀬駅までの

バス路線運行や真壁中心部まで乗り入れる

バスルートの設定、デマンドタクシーの見

直しに伴うタクシー助成などについては現

在検討しているところです。また、その他

の項目についても、今後のバス運行方法の

見直しにおいて検討していきます。 

２４ 

商工 

観光課 

観光について、以下の項目について提

案します。 

①筑波山の登山者を桜川市に呼ぶため

（表筑波は駐車場が少なく登山者が困

っている）、敵視の道の新道開発（平将

門 湯袋山の対陣の戦場跡 龍崖城）

し新しい筑波登山口とする。 

現在荒廃し通れなくなってしまった筑

波山、女の川沿の山道を整備し、キャ

ンプ場、女体山頂へのコースを再現す

る。共に駐車場とトイレを設置し、マ

イカーとバスを結びつけ登山者、観光

者を受けいれる。 

１件 

観光については、Ｐ７４の施策「４－３観

光の振興」の中に掲載しております。 

山は桜川市の財産であり、近年は登山客も

増加傾向にあります。新たな登山道を整備

することは難しいですが、既存の登山道(関

東ふれあいの道等)を活用し山を活かした観

光振興を進めていきたいと考えています。 



２５ 

企画課 

「ヤマザクラと市民の幸せを咲かせる

プロジェクト」にある「ヤマザクラの

まちをつくります」について、ヤマザ

クラのまちをつくるため観光や教育、 

景観形成などヤマザクラに関する様々

な取り組みを行うということですが、

それぞれの取り組みがまとまりなくバ

ラバラな感じになってしまわないでし

ょうか。ヤマザクラのまちという地域

の独自性を確立するには、取り組み全

体の統一感が必要だと思うのですが、

そのことについて考えをお伺いした

い。 

１件 

今回の総合計画では、「ヤマザクラと市民の

幸せを咲かせるプロジェクト」において、

地域の財産であるヤマザクラにより市民み

んながこの地域を愛し、桜川市ならではの

独自性を築くまちづくりを示しました。 

その出発点として、今年度に桜川市のヤマ

ザクラについて調査を行い、この地域の桜

について整理し、それを基にして観光、教

育、景観形成の取り組みを展開していきた

いと考えております。 

また、そのために、新たに「ヤマザクラ課」

を設けて推進体制を強化していきたいと考

えております。 

２６ 

企画課 

デマンド交通について、近隣自治体の

医療機関まで行けるような、近隣の自

治体と連携したシステム構築を検討し

てほしい。 

１件 

デマンド交通については、Ｐ８３の施策「５

－４公共交通の充実」の手段「公共交通の

維持」の中に掲載しております。 

今後、費用対効果の観点から、バス運行に

伴いデマンドタクシーは縮小の方向で見直

しを検討してまいります。また、それに代

わり市内循環バスやタクシー助成券などを

近隣自治体と協議しながら検討してまいり

ます。 

２７ 

高齢 

福祉課 

在宅医療介護により住み慣れた自宅で

の生活を可能にすることを実現させる

ため、国からの要請だからというのみ

ではなく、血の通った行政を進めてほ

しい。 

１件 

在宅医療介護については、Ｐ５１の施策「１

－６高齢者福祉の推進」に掲載しておりま

す。 

医療、介護、福祉等の関係機関や民生委員、

老人クラブ、自治会、ボランティア等の地

域組織の連携を強化し、高齢者が安心して

在宅生活が継続できるように支え合う仕組

み作りを構築してまいります。 

２８ 

総合 

戦略室 

ヤマザクラの観光に来られた方の駐車

場が不足していることが特に問題だと

思う。田を転用して駐車場にするなど

検討してほしい。 

１件 

ヤマザクラ観光については、Ｐ７５の施策

「４－３観光の振興」の手段「ヤマザクラ

を活かした観光振興」の中に掲載しており

ます。 

観光において、来訪者の駐車場確保はとて

も大切なことです。田の転用については、

農地法との関連もあり、関係機関と協議し

ながら前向きに検討してまいります。 

 


